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607年 の 小 野妹 子 に よ る遣隋 使 は,日 本 古 代 史 上 の一 大 トピ ック,さ らに い え ば
日本 史 上 の 大 き な節 目に連 な る 出来 事 で あ った 。 日本(倭 国)は 遣 隋使 に お い て は
じめて 自 らの判 断 で大 陸 隋 と接 触 し,自 前 の外 交 を展 開 した と考 え られ るか らで あ
る。
小 野妹 子 が派 遣 され た 時,隋 は2代 目の煬 帝 の治 世 で あ り,隋 の盛 時 を 迎 え て い
た 。煬 帝 の大 業5年 時(609),「 是 の 時,天 下お よそ郡 一 百九 十,県 一 千 二 百五 十 五,
戸 八 百 九 十 万有 奇 あ り。東 西 九 千三 百 里,南 北 万 四千 八 百一 十 五 里 な り。隋氏 の盛,
此 に極 ま る。」(『資 治通 鑑 』巻181)と い う記 述 がそ の こ とを裏 づ け る。 こ う表 現 さ
れ る隋 の盛 況 は,開 皇9年(589)に400年 にわ た る長 い 南 北 の分 裂 に終止 符 を うっ
た 文 帝 の も とで,内 政 に力 を入 れ 国 力 の充 実 が は か られ て きた結 果 で あ る こ とは言
をま た な い。 そ して も う一 つ,周 辺 民 族 との 関係 が隋 の優 位 とい う形 で次 第 に落 ち
着 い て き て い た こ とに も:負って い る。 と りわ け 隋 の成 立 以 来,北 で威 勢 をふ る った
突厥 が,東 西 へ の分 裂,東 突 厥 内 で の 対 立 をへ て,文 帝 の 開皇19年(599)頃 に は
隋 に支 援 され た啓 民 可 汗 で一 本 化 され,北 辺 の悩 み を解 放 させ た こ とは大 きか っ た。
こ うした文 帝 時 代 の 国 内 の整 備 充 実 と北 辺 の安 定 を うけて,煬 帝 は さ らに運 河 の
開鑿 に よ る南 北 の統 合 を進 め,そ の 上 で 東 ア ジ ア全 域 に本 格 的 に影 響力 を拡 大 させ
る こ とに乗 り出 した 。そ こで まず 西 の 吐谷 渾 へ遠 征 し,西 域 諸 国 を隋側 に 引 き入 れ,
つ い で東 方 に矛 先 をむ け た。 当時 遼 水 か ら以東,朝 鮮 半 島 に か けて の領 域 を割 拠 し
た 高句 麗 ・百済 ・新 羅 の3国 の うち,百 済 ・新 羅 の2国 は 隋 の冊 封 を うけて い た が,
高句 麗 だ け は隋 の意 の ま ま に動 か ず,独 自の道 を歩 も うと してい た。 そ の結 果 が よ
く知 られ た 煬 帝 の3度 に わ た る高 句麗 遠征(612・613・614年)と な るわ けで あ る。
だ が 同時 に忘 れ て は な らない の は,こ れ に先 立つ 開 皇18年(598)に,文 帝 に よ
る高 句 麗 遠 征 が 断 行 され,隋 は 最初 の 敗 北 を喫 して い る こ とで あ る。 これ をあ わせ
隋代 に は都 合4度 の 高句 麗 へ の 出兵 が あ り,結 局 膨 大 な兵 力 を動 員 しな が ら最 後 ま
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で相手 を圧倒す ることができなか った。 そ してこの ことが引き金 となって,煬 帝治
世の後半,文 帝以来の蓄 えを使いつ く し,全 土にまき起 こった反乱のなかで,隋 は
滅 亡に追 い込 まれ てい く。 このよ うに隋が南北 の統一 を果 た し,国 力 を増 大 させ,
その結果文帝 末期 か ら対外的膨張路線へ と踏 み出 し,煬 帝になってそれが一層規模
を増 し体系 的に強行 され る,ま さにそ うした時期 に倭は隋 との外交活動を始 めるの
であ る。 それ ゆえ遣隋使 には一層重い歴 史的使命 が感 じられるので ある。
ただ従来 の遣 隋使研究 に目を向けてみ ると,そ の多 くは使者 を出 した倭 の側 の事
情や関心か ら取 り上 げることに力点 が置かれてきた。そのため,当 時の隋の力量や
文化の水 準 あるいは隋 の実情を意識 した ところの遣隋使の考察は,必 ず しも十分 で
はなかった よ うに思われ る。また遣隋使 問題に言及 した 中国史の側 か らの研 究 も,
東ア ジア国際関係 か ら倭 の位置 づけに迫 るものであって も,隋 の国情その ものがあ
ま り射程 に は入ってない。 これまで倭 の使節たちは圧倒的な国力の差,体 制の違 い
を 目の当た りに し,そ れ が聖徳太子 の下での国造 りに刺激 を与 えた ことは指摘 され
てきてい る。 しか し彼 らは隋で何 を見,何 を肌で感 じ取 ったかはほ とん ど話題 にさ
れ てきてい ない。だが本 当はそ この ところが問題になるので はないか。そ のよ うな
関心 と視角 か ら本報告 をま とめることにす る。
1.遣 隋使 関係資料をめ ぐる理解 と課題
遣隋使 を知 る手がか りは基本的 に二つの史料 に限 られ る。一つ は 『隋書』倭 国伝
(以 下 「倭 国伝」)で あ り,も う一つが 『日本 書紀』(以 下 『書紀』)の 関係年次 の記
事である。遣 隋使 の理解 を進 めるた めには,ま ずそれ らを押 さえ直 してみる必要 が
あるだろ う。 以下両史料の関係記事 を提示 し,従 来か ら課題 となった主たる点を集
約 してみ る ことにす る(1)。
(1)『 隋 書 』 巻81・ 倭 国 伝
① 開皇 二 十年(600年),② 倭 王 姓 阿 毎,字 多利 思 比孤,号 阿輩 難 弥,遣 使 詣 闕。
上令 所 司訪 其 風俗 。③ 使 者 言倭 王 以天 為 兄,以 日為弟,天 未 明時 出聴 政,跏 趺 坐,
日出便 停 理 務,云 委 我 弟 。 高祖 日,此 太 無 義 理 。 於 是 訓 令 改 之 。 ④ 王 妻 号 難 弥,
後 宮 有女 六 七 百 人。 名 太 子 為利 歌 弥 多 弗 利 。
無 城 郭。⑤ 内官 有 十 二等,一 日大 徳,次 小 徳,次 大 仁,次 小 仁,次 大 義,次 小 義,
次 大 礼,次 小 礼,次 大 智,次 小智,次 大 信,次 小信,員 無 定 数 。 有 軍 尼一 百 二 十
人,猶 中 国 牧 宰。 八 十 戸 置 一伊 尼 翼,如 今 里 長 也。 十伊 尼 翼 属 一 軍 尼。
⑥(中 略 倭 国 の風 俗 ・生 活様 態)
⑦ 有 阿 蘇 山,其 石 無 故 火 起接 天 者,俗 以 為 異,因 行 疇 祭 。 有 如 意 宝珠,其 色 青,
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大如難卵,夜 則有光,云 魚眼精也。 ⑧新羅 ・百済皆以倭為大 国,多 珍物,並 敬仰
之,恒 通使往来。
大業三年(607年),其 王多利思比孤遣使朝貢。⑨使者 日,聞 海西菩薩天子重興仏
法,故 遣朝拝,兼 沙門数 十人来学仏法。⑩其 国書 日,日 出処天子致書 日没 処天子,
無恙云云。帝覧之不悦,謂 鴻臚卿 日,蛮 夷書有無礼者,勿 復以聞。明年(608年),
⑪上遣文林郎裴清使於倭 国。(中 略)
倭 王遣 小徳 阿輩 台,従 数百人,設 儀仗,鳴 鼓 角来迎。後十 日,又 遣 大礼哥多 眦,
従二百余騎郊労。既至彼都,⑫ 其王与清相 見,大 悦 日,我 聞海西有大隋,礼 義之
国,故 遣朝貢。我夷人,僻 在海 隅,不 聞礼義,是 以稽留境 内,不 即相見。今故清
道飾館,以 待大使,重 聞大国惟新 之化。清答 日,皇 帝徳並二儀,沢 流四海,以 王
慕化,故 遣行人来此宣諭。既而引清 就館。 其後清遣人謂其王 日,朝 命既 達,請 即
戒塗。於是設宴享 以遣清,復 令使者 随清来貢方物。⑬此後遂絶。
上 の 引用 史 料 中に傍 線 を付 した と こ ろ をめ ぐっ て,以 下 の よ うな問題 点 の指 摘 が
な され てい る。
① 「開皇 二 十 年 」 の遣 使 。 後 述 す るが この年 の遣 隋 使 の記 事 は この 「倭 国伝 」 に あ
っ て 『書 紀 』 に は な い。 した が っ て 『書 紀 』 の記 述 を重視 す る立 場(本 居 宣 長 以
来)か ら,こ の 開皇 二 十 年 にか か わ る記 事 は 正式 な倭 国 の使 節 の もの で は ない と
み な され て きた。 しか し戦 後 は 開 皇 二 十年 使 節 の存 在 が共 通 認 識 にな りつ つ あ る。
この解 釈 の転 換 が なぜ 生 まれ る こ とに な っ た の か。 開 皇二 十 年 の 遣使 を い うた め
の論 証 は十 分 で あ ろ うか。
② 倭 王 の 姓 が阿 毎,字 が 多利 思 比 孤,号 が 阿輩 難 弥 とあ る こ との 理解 。 と くに阿 輩
難 弥(ア ホケ ミ)は 大 王,天 王,大 君,天 君 な ど と して天 皇 に先 行 す る称 号 と解
され るが,で は この場 合 「阿 毎 の 多利 思 比 孤 」 とは誰 に あた るの か。
③ 倭 の使 者 が隋 の高 祖(文 帝)の 質 問 に答 え,倭 王 が天 を兄 と し,日 を弟 と した と
い う論 理 は ど こか ら来 るか 。 これ を 聞 い た 高祖 が 「此れ 太 だ義 理 無 し」 「訓 えて
之 を改 め しむ 」 と した意 味,「 之 」 が 直接 指 す と ころ を ど う理解 した らよい か。
④ 倭 王 の 妻 の 呼称 が 「難 弥 」で あ っ た とす る と,当 時倭 王 は男 性 で あ っ た と理 解 さ
れ た可 能 性 が 生 ま れ る。 そ の場 合,推 古 天 皇(女 帝)と の 関係 は ど うな るか。 倭
の側 はそ れ を伏 せ て 隋 に倭 王 の こ と を伝 えた の か。 ま た太 子 の名 で 「利 歌弥 多 弗
利 」 は 「和 歌 弥 多 弗 利(ワ カ ミタ ヒ ラ)」 と理 解 され るが,そ れ は厩 戸 皇 子(聖
徳 太 子)と つ な が るか。
⑤ 「内官 に十 二 等 有 り」 とい う12等 級 の 官名 は,推 古11年(603)12.月 に実 施 さ
れ た冠 位 十 二 階 と同 じ とみ なせ るが,「 倭 国伝 」 で は 開皇 二 十年(600)の こ とに
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かけてい る。 この年号の齟齬 を どう捉 えるか。603年 に実施 され,本 来後に くる
べき記事 が倭 国伝で前 に混入 したのか,あ るいはそ もそ も 「倭 国伝」の600年 に
見える遣使 じたいが信用できないのか,議 論 が割れ る ところとなる。
⑥ 「倭」 の風俗 ・生活様態。本稿 ではその部分 はやや長 くな るため史料 をあげ るこ
とは省 略 したが,内 容 は男 女の風俗,刑 罰や娯 楽,気 候 ・風紀や冠婚葬祭 な ど,
多岐にわ たる興 味深 い記事 が盛 り込まれ,当 時の倭 国 を知 る貴重な材料 とな る。
しか し見方 をかえる と,そ こに一貫 した未 開的あるい は民度の低い社会実態が印
象 づ け られ る。 とす るとその様 態は,倭=大 和政 権下の様子 を描写 した ものか,
改めてその未 開性 の意味 と実態を どう認識 するかの検討が求め られ る。
⑦ 「其の石,故 無 くして火起 り天に接す」 ところの 「阿蘇 山」を どう理解す るか。
この存在 が一つの理 由になって,開 皇二十年(600)の 遣使記事 を九州方 面の地
方豪族 のそれ とみなす説が生まれ るが,阿 蘇 山 とはそ のよ うな地方性 の象徴です
ませ るもので よいか。
⑧ 「新羅 ・百済は皆倭 を以て大国 と為す」 とい う記事 の実態 をど う理解す るか。 こ
の記事が古代 における 日本(倭)を 中心 とした朝貢 関係 をい う論拠 とな り,小 中
華説が生 まれ るが,当 時の国際関係や倭 の力量 か らその ことは可能 であったか。
⑨ 「海 西の菩薩天子 〔である隋皇帝〕 が重ねて仏法を興す」 と倭の使者 がい う菩薩
天子 とは,誰 を指 してい るのか。文帝か煬帝か。それ を どち らに特定す るかで,
「開皇二十年」の遣使記事 の意味が変 わって くる。 また 「兼ねて沙 門数十人 を来
りて仏法 を学 ばしむ」 とい うが,沙 門数十人 とい う数 の多 さは信 用できるか。 ま
た後述の 『書紀』でい う人数 ・時期 との関係 をど う理解す るか。
⑩ 倭 の 「国書」でい う 「日出ず る処の天子,書 を 日没す る処の天子 に致す」と帝(煬
帝)の 「不悦」 「無礼」 とした反応 との関係 を どう解釈す るか。 「悦 ばず」 「無礼 」
とした理 由を倭が対等 の天子 と称 した ことにあるか,倭 を 日出ず る,隋 を 日没す
る と表現 した ことか,そ の両方合せ て隋側 は非難 したのか。
⑪ 隋が文林 郎裴世清 を 「倭 国に使 いせ し」めた理 由・目的は何 か。文林郎は煬帝 時,
皇帝 に直属 しその文書の書写記録 を担当す る秘書省 の最 下位,従 八品のポス トで
あった。従来文林郎 とい うと,文 帝の時に整 った散官(文 散官)の 最下位(従 九
品上)の それ にあて られてきたが,こ れは修正 され る必要がある。おそ らく裴世
清 はその 立場 か ら煬 帝の直々の命 を うけて使者 となったはず であるが,な ぜ 「無
礼」 と怒 った対象に使者 を出す こ とになったのか。 目的は返礼 としてか冊封 のた
めであったのか。
⑫ 裴世清 が 「其王」 たる倭王に拝謁 したお り,倭 王は 「大い に悦び」「大隋は礼儀
の国,故 に遣 りて朝貢せ しむ。我は夷人,海 隅に僻在す」 と述べ た とい う。 ⑨の
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箇 所 で 「日出処 天 子 」 か ら 「日没 処 天 子 」 へ と対 等 さを主 張 し,こ こ で はみ ず か
らを 「海 隅 」 の地 に生 き る 「夷 人 」 で,隋 に 「朝 貢 」 した とい う。 こ の姿 勢 の懸
隔 さ を どの よ うに理解 した らよ い か。 記 述 の 作為 性 を考 え ない とす る と,倭 の 姿
勢 は隋使 裴 世 清 に会 うこ とで180度 に近 い 転 換 が な され た と解 され る。 あ るい は
み ず か らを夷 人 と認 めて朝 貢 した とい うこ とは,そ の先 に冊封 関係 が意 識 され て
い た とな らな い か。
⑬ 最 後 の 「此 の後 遂 に絶 つ 」 とい う文 句 の理 解 。倭 国伝 で は妹 子 の 大業4年(608)
の再 訪 を遣 隋使 の最 後 とみ なす が,し か し 『隋 書』 の他 の部 分や 『日本 書 紀 』 の
記 事 か ら,遣 使 はそ の 後 もあ っ た可 能 性 が 高 い とみ な され て い る。 とす る と倭 国
伝 で はなぜ そ の よ うな 記述 で締 め く くる こ とに な っ た のか 。 隋 か ら見 て,本 当は
そ の後 も正 式 な使 者 の 受 け入 れ が あ った の か 。
(2)『 日本書紀』巻22・ 推古紀
(1)の 『隋書』倭 国伝 の場合 と同様 に,『 日本書紀』 か らも多 くの直接 的な疑
問点や問題 点が引き出せ るが,こ こでは一番問題にな る妹子が裴世清 を ともなって
帰 国 した ところか ら,従 来議論 になってきた箇所にふれ てみたい。
〔推古天皇 ・十五年(607)〕 秋 七月 戊 申朔庚戌(3日),① 大礼 小野臣妹子遣於
大唐。以鞍 作福利為通事。
十六年(608)夏 四,月,小 野臣妹子至 自大唐。 々国号妹子 臣日蘇 因高。即大唐使
人裴世清 ・下客十二人,従 妹子 臣,至 於筑紫。遣難波吉士雄成,召 大唐客裴世清
等。為唐 客更造新館於難波高麗館 之上。
六月壬寅朔丙辰(15日),客 等泊于難波津。是 日,以 飾船卅艘,迎 客等于江 口,
安置新館 。於是,以 中臣宮地連 烏摩 呂 ・大河 内直糠手 ・船史王平為掌客。②爰妹
子 臣奏之 日。 臣参還 之時,唐 帝以書授 臣。然経過百済 国之 日,百 済人探以掠取。
是以不得上。於是,群 臣議之 日,夫 使人雖死之,不 失 旨。是使 矣何怠之,失 大国
之書哉。 則坐流刑。 時天皇勅之 日,妹 子雖有失書之罪。輙不可罪。其大 国客等聞
之,亦 不 良。乃赦 之不坐也。
③秋八月 辛丑朔癸 卯(3日),唐 客入京。 是 日,遺 飾 騎七十五匹,而 迎唐 客於海
石榴市術。額 田部連 比羅夫,以 告礼辞焉。
④壬子(12日),召 唐客於朝庭,令 奏使 旨。時阿倍 鳥臣 ・物部依網連抱,二 人為
客之導者 也。於是,大 唐之国信物置於庭 中。時使主裴世清親持書,両 度再拝,言
上使 旨而立之。⑤其 書日。皇帝問倭皇。使人長吏大礼蘇 因高等,至 具懐。朕欽承
宝命,臨 仰 区宇。 思弘徳化,覃 被含霊。愛育之情,無 隔遐邇。知皇介居海表,撫
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寧 民 庶,境 内安 楽,風 俗 融 和,深 気 至誠,遠 脩 朝貢 。丹款 之美,朕 有 嘉 焉 。稍 暄 。
比 如 常也 。 故 遣 ⑥ 鴻 臚 寺 掌 客 裴 世 清 等 。 稍 宣 往 意 。 并送 物 如 別 。 時 阿 倍 臣 出進,
以 受 其 書 而 進 行 。 大伴 齧 連,迎 出承 書,置 於 大 門前机 上 而奏 之 。 事 畢 而退 焉 。 是
時,皇 子 諸 王 諸 臣,悉 以金 髻 花 着頭 。 亦 衣 服 皆 用 錦 紫繍 織 及 五 色 綾 羅。
丙 辰(16日),饗 唐 客 等於 朝 。
九 月 辛 未 朔 乙亥(5日),饗 客等 於 難 波 大郡 。
辛 巳(ll日),唐 客裴 世 清 罷 帰。 則 復 以 小 野妹 子 臣為 大使,吉 士雄 成 為 小 使,福
利 為 通 事,副 于唐 客 而遣 之。 爰 天 皇聘 唐 帝 。 其 辞 日。 ⑦ 東 天 皇 敬 白西 皇 帝。 使 人
鴻 臚 寺 掌 客 裴 世 清 等 至,久 憶 方解 。 季 秋 薄 冷,尊 何如,想 清 念 。 此 即如 常。 今 遣
大 礼 蘇 因 高 ・大 礼 乎那 利 等 往 。謹 白,不 具 。 是 時,⑧ 遣 於 唐 国 学 生倭 漢 直福 因 ・
奈 羅 訳 語 恵 明 ・高 向漢 人 玄理 ・新 漢 人 大 圀,学 問僧 新 漢 人 日文 ・南 淵 漢人 請 安 ・
志 賀 漢 人 恵 隠 ・新 漢人 広 済 等,井 八人 也 。(中 略)
〔十 七年(609)〕 秋 九月,小 野 臣妹 子 等,至 自大唐 。 唯通 事 福利 不 来。(中 略)
⑨ 〔二 十 二 年(614)〕 六 月 丁 卩朔 己卯(13日),遣 犬上 君 御 田鍬 ・矢 田部 造 於 大
唐 。(中 略)
二 十 三 年(615)秋 九月,犬 上 君 御 田鍬 ・矢 田部 造,至 自大唐 。 百 済 之使,則 従
犬 上 君 而 来 朝 。
① 『書紀』ではこれ以後,隋 をすべて 「唐(大 唐)」 と表記す るが,な ぜ あえて隋 と
い う正式な国名 を用い ようとしないのか。従来一般的な説 明では隋が短命 に終 わ
った ので,次 の唐 とあわせて標記す ることで煩雑 を避 けた となるが,は た してそ
のよ うな理解は合理的だろ うか。
② 小野妹子 「隋 の国書」紛失事件 について。唐(隋)帝 か ら授かった国書を妹子 は
百済 を通過 したお りに百済人 に略奪 され た と報告 し,妹 子処分問題に発 展す るが,
この略奪紛失事件 は確 かなこ とか。妹子 は国書 の提出を意 図的 に避iける必要があ
り,略 奪事件 をでっちあげたのか。 その場合 国書 の中身は どのよ うな ものであっ
たのか。 あるいは最初 か ら国書はないのを,妹 子が存在 したかのよ うに話 を作 り
上 げたのか。
③ 隋の使者一行 は6月15日(丙 辰)に 難波津:に到着 してか ら8,月3日(癸 卯)ま
で,ひ と月半以上待 た された。 この間国書紛失事件で妹子 の処分問題 に揺れてい
た として も,使 者 には礼儀iを欠 く対応 とな らないか。 もっ と別途 の問題(東 アジ
ア戦略な ど)が 朝廷側 で論 じられていた可能性 は考 えられ ないか。
④ 裴世清 の倭王 にたいす る儀i式次第 ・儀礼形式 ・会見場面を どう具体的 に再現でき
るだ ろ うか。 とくに隋使 との会見の席 に立ち会 ったのは誰 か。天皇(推 古)の 関
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与 はど うか。
⑤ 使者 の宣す る隋帝 の 「国書」の中身 を倭側 では どう受 け止めたか。隋帝は倭 が遠
く 「朝貢 」 してきた ことに,「 徳化」 の立場 で応 える趣 旨の ことをいっている。
⑥ 「鴻臚 寺掌 客裴世清」の鴻臚寺掌客 は,正 式には鴻臚寺典客署掌 客にあた ると思
われ るが,そ れであれば 『隋書』百官志下の文帝時 の官品で正九品下 とな る。外
国使節 を担 当す る鴻臚 寺の官員が使者 となったのは理解 で きるが,「 倭 国伝 」で
は文林郎(前 掲⑩)と あ り,両 肩書 きの違 いを どのよ うに理解す るか。
⑦ この倭の国書になって 「東 天皇敬 みて西 の皇帝 に白す」として天皇一 皇帝 の形 で
表記す る。 ただ し天皇号 はこの時期 まだ成 立 してい ない とす る と,こ の国書 その
ものの作為性が浮上す る。また 「敬 白」形式 にこめられた隋に対す る倭 の側 の認
識,位 置 関係 の認識 を どう理解 す るか。
⑧ 妹 子 に同行す る8名 の学生 ・学問僧 の問題。 「倭国伝 」では 「沙門数十名」 が妹
子 の最初 の遣使の時(607年)に 同行 した となってい る(前 掲⑧)。 年次 の1年 の
ずれ,人 数 の ちがい をどの よ うに説 明す るか。 「倭国伝」 と 『書紀』 とで共通す
るのは"2回 目で学生 ・学問僧 を帯 同した とい う形"を とる点で ある。 とす ると
開皇二十年の遣使 の意味 はこの点 と関連づ けてど う説 明できるだ ろ うか。
⑨ 「倭 国伝 」で は608年 以後関係 が途絶 した とあったが(前 掲⑬),こ こで は犬上御
田鍬が派遣 された といい,帰 国時には 「百済之使」を伴 った とい う。両記事 の違
い,百 済の使者 がかかわ る理 由は ど う理解 した らよいのか。
(3)全 体にまたが る課題 と して
前項(1)と(2)で は 『隋書』倭 国伝 と 『日本書紀』推古紀のそれぞれか ら直
接導 き出 され る主たる課題 や問題点 を列記 してみた。史料 をめぐる主要な論 点はほ
ぼそのなかで出 され てい るが,さ らに両史料 にかかわって浮上す るより大きな課題
を補ってお くことに しよ う。
1)開 皇二十年(600)の 遣使 の現 実性。
2)遣 隋使 の派遣 回数の問題 を どう理解す るか。
3)当 時の東 アジア情勢をめ ぐる理解 と倭の東 アジア に占め る位置。
4)倭 の遣 隋使 の 目指 したものは何か 倭 と朝鮮 半島情勢,隋 の高句麗遠征 と倭
の関係,仏 教 をめぐる倭 の立場。
5)倭 の王権 の性格お よび倭 国の実態 を どう理解す るか。
6)隋 の東 アジア政策 と倭 の 「小 中華主義」の立場の理解問題。
7)隋 はなぜ裴世清 を送 ったか 冊封使か,答 礼使か。
8)両 史料 に存在す る作為性 の問題 後世の改変 ・作為を ど う取 り除 くか。
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9)『 書 紀 』 に一 貫す る 「大 唐 」 の表 記 の背 後 に何 が あ るか 。
2.遣 使の 回数 と従来の理解の問題点
遣隋使の 問題 はすでに述べ てきた よ うに,よ るべ き史料が基本 的に 『隋書』と『日
本書紀』の二つ に限 られ,し かも記事 を詳細 に分析 してい くと多 くの課題 がの こさ
れ,簡 単 に一本化 できない困難 さが終始ついてまわる。 そのなかで従来か らきまっ
て取 り上 げ られ,な おその都度異論が出 されてきてい るのが,遣 隋使 の回数 をめ ぐ
る問題で ある。
『隋書 』 にお いて倭 をめ ぐる記事 は,「 倭国伝」 のほか に煬帝本紀 に2箇 所,流
求国伝 に1箇 所 あ り,そ れに 『日本書紀』 をか らめることで,最 大合計6回 の遣 隋
使 があった とい う見解が導き出 され る。その ことを正面か ら指摘 したのが増村宏 氏
で あ り(2),氏 の資料考証 の徹底ぶ り,そ して資料 が存在す るこ とじたいに重 みを見
出す基本姿 勢に よって,6回 説 を支持す る意見が根づ よ くあった。 ちなみに関係 史
料 を集約 し,隋 側 と倭側 との史料 を対応 させ,6回 説 の史料的背景を示 したのが,
「遣隋使 関係 資料比較対照表」 となる(本 稿の最後 に掲上)。
今 ここで遣隋使 の回数問題 に全 面的に踏み込む余裕 はないが,一 つだけ従来 の見
解 にたい し別の見方を示 しておきたい。す なわ ち従来 ほぼ一致 して実行 された と認
める推古22年(614)6月,「 犬上御 田鍬 ・矢 田部造を大唐 に遣わ」した とされ る最
後 の遣隋使 で ある。 この使節 は翌615年 に どうした ことか百済の使者 を伴 って帰国
した。 これ は 「倭国伝」 の最後に,608年 の小野妹子第2次 使節で 「此後遂絶」 と
記載 された のち,6年 ほ ど経過 してか らの動 き となる。 このこ とじたい さらに論議
され る必要が あるが,加 えて614年 一615年 とい う時期の隋の情勢で ある。
614年(大 業10)と い う年 は,煬 帝 による第3回 高句麗遠征 が強行 されていた。
その2,月 煬帝 は 「百僚に詔 して高麗(高 句麗)を 伐つ を議せ しむ。数 日敢えて言 う
もの無 し」(『隋書』煬 帝本紀下)と い うあ り様 で,朝 廷には厭戦気分が充満 してい
た。すで に前年 の楊玄感 の乱 をきっか けに全土に民衆が決起 し,反 隋 の動きの 中心
が山東一帯 であった ことは周知 の ところであ る。 その年7月,高 句麗が形ばか りの
降伏 を示 したのを うけて10Aに 洛 陽にも どった煬帝は,明 けて正月,高 句麗 戦勝 を
名 目に大宴会 を催 した。その さい諸外 国の使者 を最大限招いて,み ず か らの威厳 を
誇示 しようとしたこ とが,『 隋書』巻4・ 煬帝本紀下に記 され る。
〔大業 〕 十 一 年 春 正 月 甲午 朔,大 宴 百僚 。 突厥 ・新 羅 ・靺 鞨 ・畢 大辞 ・訶 咄 ・伝
越 ・烏那 曷 ・波 臘 ・吐火 羅 ・倶 慮 建 ・忽 論 ・靺 鞨 ・訶 多 ・沛 汗 ・亀茲 ・疎 勒 ・于
闡 ・安 国 ・曹 国 ・何 国 ・穆 国 ・畢 ・衣密 ・失 范 延 ・伽 折 ・契 丹 等 国並 遣 使 朝 貢 。
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戊戌,武 賁郎将高建眦破賊 帥顔宣政於斉郡,虜 男女数千 口。 乙卯,大 会蛮夷,設
魚龍曼延 之楽,頒 賜各有差。
上 の史料 には26国 もの名 があが りなが ら(靺 鞨は重複す るか ら実際は25国),
倭国の名 は見 当た らない。 日本側 の記録 に したがえば,615年(隋 大業11年)正 月
には犬上御 田鍬 ら一行は隋の都 にいてお か しくはない。現地に滞在 していれば必ず
招待 され,名 を残 したはず である。煬帝 は高句麗遠征 で敗れた汚名返上 のた めに,
一国で も多 くの外国使節 を集 め存在感 を誇示 したかったか らであ る
。 山東や河北の
方面では反乱 がいっそ う盛 り上が り,安 心 して旅が出来 る状況 にはなかった こと,
そ して都 の行事 に倭国の名 が挙がってい ない こと,そ のよ うな事情 か らみて,か り
に倭 か らは遣隋使 を 目的 とす る使いが 出た として も,隋 か らみれ ば使節 は来ていな
か った となる。犬上は百済の使者 を ともなって帰国 したことか ら推定 して,旅 程 は
百済止 ま りであったのではないか。 ちなみ に上の国名 のなかには百済 の名前 もみえ
ない。
これまで どち らか とい うと,日 本史側 の視座 と関心か ら遣 隋使 の動 きが追求 され
て きたが,対 応す る隋の国内情勢 も視 野 に入 れ るな らば,遣 隋使 の理解 になお新 た
な一面を追加で きる余地があ りそ うで ある。 前節 で示 した よ うに,ま だ解決 のつか
ない問題 が多 く残 されてお り,そ れゆ え中国史サイ ドか らの踏 み込み はいっそ う求
められ ている。
3,「 開皇二十年(600年)の 遣使」をど う理解す るか
前節 で指摘 した ことをふまえ,中 国史 の側 か ら遣隋使 の問題 を見直そ うとす る場
合,何 よりも最初 に直面す るのは,『 隋書』倭 国伝 の開皇二十年 の記事 をど う理解す
るか とい うこ とにな るだろ う。 これはまた古 くしてかつ新 しい問題で ある。
さて,こ の開皇二十年 をめ ぐって,戦 前までの主流 はその使節 はなかった とい う
否定説 であった。それを方 向づ けたのが本居 宣長であ り,彼 はその著 『馭戎慨言』
で,倭 の使者 を勝手に名乗 った筑紫(九 州)方 面のものの所業 か,西 国人の伝 えた
情報 な どにも とついて記 したものにす ぎない と断 じた。戦後 になる とその説 は支持
を失ってい くが,し か し開皇二十年への疑問が氷解 したか とい うとそ うではない。
最近になっても,た とえば鄭孝雲氏がつ ぎの よ うな問題点 を指摘 して,否 定説 がな
お根づ よ くあるこ とを うかがわせた(3)。
・何故 『書紀』 に開皇二十年の遣使 が記 されないのか。
・この とき倭 は単独で朝貢が可能で あったか(倭 の五王以来130年 ぶ りの登場) 。
・開皇二十年記事には隋帝に倭使が謁見 した記述 はない。
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・これ にたい して大業3年(607)の 記録 は ,隋 帝への謁 見,来 意説明な どが あ
る。
・開皇二十年 の記述のなかに,603年 に制定 された冠位十二階の記述がみ える。
そ して鄭氏 は,こ れ らの問題 を整合的に解決で きる方途 として,開 皇二十年 と大
業3年 の記事 は本来一つであった,つ ま り本来小野妹子に関連す る記事であった一
部が,ま ちがって開皇二十年 にか け られた,と 理解 した。
しか しここには一つ問題 がのこ され る。 なぜ記事が付 けられ たのが開皇二十年 と
い う年で なけれ ばな らなかったのか,そ れについての説明はできていない。 これ に
たい して,開 皇二十年遣使 の肯定説では当時の東 アジア情勢 と倭 の国内改革の両面
か ら問題が論 じられてきた。 それ は主につぎの4点 にま とめ られ る。
① 当 時 倭 国 と新 羅 の深 刻 な 対 立 が存 在 した こ と。 直i接的 に は推 古8年(600)2
月,新 羅 が任 那 に侵 攻 し,任 那 に倭 が援 軍 を送 る とい う対 立 の 関係 が存 在 した 。
② 隋 の 文 帝 に よ る高句 麗 遠 征 が 開皇18年(598)に な され た とい う衝 撃 。 当 時
倭 と高 句 麗 は密 接 な 関係 が あ り,隋 情報 は早 くに倭 に伝 え られ た。
③ 倭 国 国 内の 一連 の 改革 が600年 直後 に集 中す る こ と。具 体 的 に い う と,601年
2,月 の斑 鳩 宮 の建 立,603年10.月 の小 墾 田宮 の完 成,同12.月 冠 位 十 二 階 の制
定,604年4月 の 十 七 条 憲法 の発 布,同9,月 に朝 礼 の改 正,暦 日の採 用 な どで
あ る。
④ 関 連 して,そ の時期,仏 教 の こ とが にわ か に 問題 とな る こ と。 例 え ば,603年
11月 に秦 河 勝 が 聖徳 太 子 か ら仏像 を 下賜 され た こ と,605年4,月 に丈 六 仏 の 制
作 を鞍 作 鳥 に命 じた こ と,606年 太 子 が勝 鬘 経 と法華 経 を進 講 した こ とな ど。
朝鮮 半島 をめ ぐる問題で,ち ょ うど隋 とい う強国を意識 しなければな らない時期
に際会 していた こと,そ して倭の国内改革や仏教活動 の動 きが601年 以後606年 ま
での問に集 中 した ことに注 目す ると,開 皇二十年 とい う年 は遣隋使の派遣 を考 える
上で ど うして も必要な年 になって くるので はないか。
4.開 皇 二十年の政治情勢 と遣隋使
この こ とに関連 して,従 来 ほとん ど話題 にな らなかった問題 を補 っておきたい。
すなわち,600年 に倭 か ら使節団が隋に訪れた とす ると,か れ らは 当時新たに都 と
なった大興城(唐 の長安城)に 行 くことになる。そ こに至 るルー トとい えば,海 路
は朝鮮 半島の西岸,百 済 を横 にみて北上 して,遼 東半島の先か ら渤海湾 口を横切 り
山東半島の登州 あた り(隋 には登州はない。莢州=蓬 莢郡黄県附近か)で 上陸す る
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いわゆる北路 を使 ったこ とが,従 来か らほぼ一致 して認 められ てい る。そ して上陸
後 は当時の山東 の中心をなす青州(北 海郡)斉 州(斉 郡)を 経て,洛 陽を とお
り,潼 関の関所か ら大興城のあ る関中盆地へ と進んでいった,と 見て ほぼ問題 ない
と考 える。その間の交通手段は徒歩 か車馬 で,水 運 を使 う機会 はなか った。
か りに登州附近で上陸 した とす ると,都 までの距離 は唐 の『元和郡県図志』巻11・
登州 の条 に したが うと,長 安 までが3,000里,洛 陽までが2,140里 であった。『唐令
拾遺』公式令 による と,陸 路徒 歩で公 的に移動す る基準が1日50里 とされ るか ら,
長安 まで60日 がかかった計算 になる。その過程で,使 節た ちは隋の国内の様子,人 々
の暮 らしぶ り,高 くそび える塔 をもつ 寺院や信仰の姿,そ れ らをもの珍 しく眺 めな
が ら都へ と入 ってい く。都 では城壁 に囲まれた城 門を くぐりぬ けると,整 然 と碁盤
目状 に区画 された広い街路,そ の間を住民た ちが忙 しく動 き,荷 車が物資 を満 載 し
て行 き交 う。 豪壮 な建物の甍が見え,あ ちこちの建造 中の場所か らは槌音 と掛 け声
がな り響 く。活気 に満 ちた街 の空気 の中を進み,使 節 たちは皇城 の大 門(唐 の朱雀
門)の 前 に立ち,こ こか ら宮中へ と招 じ入れ られ る。
開皇二十年段 階,隋 は長年 の内政重視 によって国力 が充実 し,絶 頂期 に入 ろ うと
していた。 だが同時 に政治路線 が大 き く転換 され よ うとしていた。 それ を直接 的に
示すのが,長 男 で皇太子の楊勇 の廃位(10月),代 わって次男の晋王楊広の皇太子
任命(11月)で あった。 この皇太子 の交代劇は,そ れか ら遡 ること2年 の開皇18
年(598),隋 として最初の高句麗遠征 に淵源す ると,私 は考 えている。 この高句麗
遠征は前年 に高句麗が 「靺鞨 の衆万余騎 を率いて遼西 を寇」(『隋書』巻81・ 高麗伝)
した ことを 口実 に,漢 王楊諒に水 陸30万 の兵力 を付 けて起 こしたものであるが,結
果は隋側 の大敗北 に終わった。 そ して後 日,敗 北の責任 を押 し付 け られたのが,宰
相 と して遠征 の実質的な責任者 として加わ った高潁 であった。彼 は当初か らこの遠
征には反対 を表 明 していたのである。
高潁は周 隋革命以来,一 貫 して文帝(楊 堅)に 仕 え,隋 の基盤 を築いてきた人物
であったが,つ いに翌年,様 々な誹謗や陰謀事件 な どを理 由にあげ られて失脚 させ
られ ることとなった。高潁はまた皇太子勇 とは姻戚の関係(息 子の嫁が勇 の娘)で,
つねに皇太子 を支 えていたが,そ の失脚 によ り翌開皇二十年の皇太子廃嫡へ とつ な
がった。他方,晋 王楊広 を背後か ら支えたのが楊素で あ り,楊 広 が皇太子につ くと,
601年(仁 寿元年)に 彼 は高潁失脚後空席であった宰相のポス トに任 じられ た。 こ
の よ うに見 て くる と,開 皇二十年(600)と い う年は,政 治の主導権が楊勇 ・高潁か
ら楊広 ・楊素へ と転換 す る大 きな節 目にあたっていた こ と,そ してその転換 を もた
らす契機 となったのが,文 帝 の政治姿勢が内政重視 か ら東アジア拡張路線へ と切 り
替わったこ とを表明す る開皇18年 の高句麗遠征 に求 め られ ること,が 明 らかにな
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る(4)。
す な わ ち,開 皇 二 十 年 は 「文 帝一 楊 勇一 高潁 」 路 線 か ら 「文 帝一 楊 広一 楊 素」 路
線 へ の転 換 が進 行 し,政 界 を ピ リ ピ リと した緊 迫 感 が 包 む 時期 に あた って い た。 そ
れ に加 え も う一 つ 注 意 して お い て よい 問題 が あ る。 仏 教 で あ る。 文 帝 は も と も と仏
教 に帰 依 す る 心 がつ よか っ た が,こ こに き て それ を政 治 の場 に持 ち 出 した。 まず 皇
太 子 の交 代 が完 了 した 直 後 の12月 辛 巳 の 日,「 仏 法 深 妙,道 教 虚 融,咸 降 大 慈,済
度群 品,凡 在 含 識,皆 蒙 覆護 。 … …敢 有 毀壊 倫 盗 仏 及 天 尊像 ・嶽 鎮 海 濱神 形者,以
不道 論 。 沙 門壊 仏 像,道 士壊 天尊 者,以 悪 逆論 。」(『隋書 』 巻2・ 高祖 本 紀 ・12月
辛 巳の条)と い う変 わ った 詔 が 出 され た 。 仏 法 は深 妙,道 教 は虚 融,そ れ ぞ れ 大 慈
を降 し,群 品(世 の人 々)を 済度 す る。 そ の た め仏 像 や 天 尊像 を破 壊 した り盗 ん だ
りす る もの は 不道 罪,僧 侶 で 仏像 を壊 し,道 士 で天 尊 像 を壊 す もの は悪 逆 罪,す な
わ ち最 高 の十 悪 に あて て 罰 す る(死 刑 に処 す る),と い う趣 旨 の命 令 で あ る。
これ につ づ い て 翌仁 寿 元 年(601)6,月 の還 暦 を迎 え た 当 日,文 帝 はつ ぎ の よ う
な措 置 を 下 した。 す な わ ち天 下 の支 配 に臨 ん で 以 来,学 校 を建 て 人材 の育 成 に努 め
て きた が,「 徒 に名録 有 り,空 し く歳 時 を度 り,未 だ徳,代(世)の 範 と為 り,才,
国用 に任 え る もの有 らず 」 と指 摘 し,「 国 子 学 は 唯学 生 七 十 人 を留 め,太 学 ・四 門及
び 州 県 の 学 は 並 び に廃 す 」(『隋 書』 巻2・ 高祖 本 紀 ・仁 寿 元 年6.月 乙丑 の条)と い
う実 質 学校 廃 止 で あ っ た。 そ して そ の 同 じ 日 「舎利 を諸 州 に頒 つ 」 と命 じ,以 後3
度 にわ た る仁 寿舎 利 事 業 が 開始 され た。 舎 利 事 業 とは全 土 の主 要 寺 院 に 仏舎 利 を頒
布 し,石 塔 を建 て させ,同 一 日時 に それ を祭 らせ る,そ の こ とを通 じて 仏教 勢 力 を
取 り込 み,民 心 の収 攬 を は か る意 図 を もつ も ので あ る。 これ こそ,仏 教 が儒 教 に代
わ る 国家 の 柱 に押 し上 げ られ た 歴 史 上先 例 の ない 措 置 で あ り,仏 教 は そ の 時期,政
治 に決 定 的 影 響 をお よぼす 位 置 に あっ た こ とが わ か るだ ろ う(5)。
改 めて 開 皇 二 十 年 をは さむ 状 況 を年 表 風 に整 理 して お く と こ うな る。
開皇17年(597)高 句 麗 の遼 西侵 攻
18年(598)文 帝 の 高句 麗 遠 征 と失敗(漢 王諒 と高 潁 に よ る)
19年(599)8,月 高 潁 の宰 相 失 脚
20年(600)10月 皇太 子 楊 勇 の廃 嫡11,月 晋 王楊 広 が皇 太 子就 任
12A文 帝 に よる仏 教 へ の傾 斜 の鮮 明化
仁 寿 元 年(601)正 月楊 素 の宰 相任 命 。6,月 学 校 の 大 幅 削減 ・停 止,同 日舎利
の頒 布 を命 令(仁 寿舎 利 事 業 の開 始)
5開 皇二十年の遣隋使が見た隋の風景
すでに前節 で述べた よ うに,開 皇二十年は隋代 政治史 の上で大きな節 目であった
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と認 め られ る。隋の前半期 を動か して きた高顕 を中心 とす る政治勢力 が後退 し,楊
広一楊素 とい うそれまで背後 に押 しや られていた勢力が前面に躍 り出る。そ してそ
れ を進 める背景 には,文 帝 が踏み出 した対東 アジア拡大路線 があ り,ま た仏教 を政
治 とつ なげる仏教重視策 が存在 した。
話 を遣隋使 にも どそ う。今問題 の開皇二十年 の遣使が あった とす るな らば,か れ
らはま さにそ のよ うな場所 に居合わせ た ことになる。そ うであれ ばかれ らは,異 国
人 としてつ ぎのよ うな ことを実感 し,心 に深 く刻みつ けたはず である。
・統一 国家隋 の整 った支配体制
・国力 の充実 と豊か さ,文 明の圧倒 的な高 さ
・新都大興城(長 安城)の 規模 の大 きさ,ま だ建設途 上の新都 の活 況ぶ り
・隋朝 が表 出させ つつ ある東アジアの盟 主へ の野心
・緊張 した政治的雰 囲気
・仏教 のもつ政治的影響力や存在感 の大き さ
,仏 教の隆盛ぶ り
・仏教 の全土への普及 と人々の信奉 す る姿
さて,4節 でも言及 したよ うに,倭 の国内諸改革が600年 のす ぐ後か ら本格化 し,
短期 間で実行 されていることがわかっている。 さらに厩戸皇子(聖 徳太子)が 仏教
へ の傾斜 をっ よめ,ま た十七条憲法 に 「二に曰 く,篤 く三宝 を敬 え。三宝 とは仏法
僧 な り」 と盛 り込み,仏 教政策 としてそれ を意識 したの も同 じ時期 であった。 これ
ら一連の動 きをよく見てみ ると,上 にあげた事象 とことごとく符節 があ う。っ ま り
開皇二十年 の遣使 があった として,か れ らが帰国 して隋 の国内情勢 を報告 し,そ れ
を うけて改革が一気 に本格化 した と。 隋か ら帰国 した ものた ちは,隋 の先進性 と豊
か さ,そ の一方 で垣 問見 られた東 アジアにたいす る野心 と政治的緊張感,さ らに国
を仏教に よってま とめよ うとす る政治 的姿勢 な どを伝 え,自 国の遅れ と改革 の必要
性 を説いた結果 がそのよ うになった とみなす こ とで,倭 の動向が説 明で きる。
か くして,開 皇二十年の遣 隋使 が存在 した ことが隋 の国内状況 を分析す るこ とか
らも裏づけ られ た。だがその さい,も う一つ大 きな問題 がのこされ る。何故 『書紀』
ではその重 大な事柄 が記録 され なかったか,で ある。 このことについて,私 は従来
ほ とん ど問題 に され たことのない角度 か らの見方を示 してみたい。
「倭国伝 」に よる と,開 皇二十年 の遣隋使 は隋の担 当官の質問に答 えて ,自 国の
遅れや未 開性 を露呈す る発言 を して,文 帝 に強 く諭 された ことになってい る。本居
宣長はその ことに反発 し,し かも 『書紀』に記録 がない ことか ら,そ れ が 日本(倭)
の正式な使節 でないものによる所業 と断 じたわ けであるが,そ の見解 は 『書紀』が
正 しい との前提 の上 に組み立て られ ている。また 日本史の研究者 の説で も,宣 長 の
い うところは認 めなく とも,こ の場合 の 『書紀』の関係記事にはだれ も疑問を差 し
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挟まない。 だが 『書紀』 は天皇の正統性 を説 くために,作 為や潤色が加 え られ てい
るこ とはつ とに知 られている。
そ うした立場か ら 『隋書』 と 『日本書紀』 の成立時期 を比べ てみ る と,『 隋書』
の編纂が唐 の貞観10年(636)に 本紀(帝 紀)5巻 ・列伝50巻 としてな され,後 の
顕慶元年(656)に 「五代史志」30巻 を足 して,今 日の 『隋書』85巻 ができあがっ
た。「倭国伝」は列伝であるか ら,636年 にはで きていたことになる。 これ にたい し
て 『日本 書紀』は養老4年(720),舎 人親王 らに よって撰せ られた30巻 と系図1巻
か らなる 日本最初 の正史であった。両者 の間には,84年 ない しは64年 とい う差 が
存在す る。 その間には遣 隋留学生 として大陸にわた った南淵請安や高向玄理,僧 旻
らが帰国 してお り,か れ らによって大陸の最新情報 とともに多 くの典籍 ・文物が も
た らされた。 また遣唐使 としても,そ の間に何度 か往来があ り,使 者た ちは熱 心に
典籍 の入手 に努 めた とい う。
ちなみ に9世 紀後半に編纂 された 『日本 国見在 書 目録』を見 ると,正 史家条 に 「隋
書八十五巻 顔師古撰」としてその名 があが り,平 安前期までには 日本 に将来 されて
いた ことがわかる。 この ことは正史 『隋書』が決 して宮 中の秘奥に蔵 された もので
はない ことを裏づ けるのであ り,唐 に とって前朝 の記録 『隋書』 は秘密 にされ る性
格の ものでな く,む しろみずか らの正統性 を裏 づけるた めに積極 的に公 開され るも
のであった。その よ うな過程 と事情 を考慮すれば,『 隋書』は比較 的早い段階か ら日
本 に来ていた。そ して当然の ことなが ら,『 日本書紀』の執筆者 とされ る舎人親王 ら
はこれに 目を通 していた,と 推 定できる。
舎人親 王 らが 『隋書』倭国伝 を見た としよ う。天皇の正統性 と 「神 国」た る 自国
の歴史 を説 く立場 か らは,そ の開皇二十年 の記事は大変 まずい もの と映るだ ろ う。
そ して相 手の史書の記載が消せない以上,自 国の側 でそれ を徹底的に無視す るこ と
が次 に取 るべ き手であ り,こ こに 『日本書紀』 に600年 の遣隋使が見 えない理 由が
浮 かび上が って くる。 さらに関連 してい うと,ど うした ことか 『書紀』では 「隋国
(大隋)」 とい う国名 は一切使 わず,す べて 「唐 国(大 唐)」 と改 め"も ろこし"と
訓 じて きた。 しか し隋 と唐が異な る王朝 であるこ とは 自明の ことで,い っ しょに扱
うことは本来おか しい。 にもかかわ らず 『書紀』 はその無理 を強 引に押 し通 し,こ
れ までの研 究で もそれに特別 の違和感 も挟 んでこなかった。 だが開皇二十年 の問題
を介在 させ るこ とで,『書紀』が何故隋字 を使 うことを しなか ったのかが見 えて くる。
そのこ とか ら逆 に,開 皇 二十年 の遣隋使 が存在 したこ とが裏づけ られ るので ある。
おわ りに
以上,日 本 が本格的 に国際舞 台に踏 み出す きっかけ となった遣隋使 をめ ぐって,
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そ の主た る史料 となる 「倭国伝」 と 『書紀』 にお ける課題 の整理分析 か ら,開 皇二
十年の遣 隋使 の理解問題 に進み,中 国史 の視座か ら押 さえなおす ことで開皇二十年
遣使の存在 した必然性 を論 じた。で はその折,か れ らは隋で何 を見,何 を感 じ取っ
て帰国 したか,そ の問題 を隋の社会や政治情勢 と関連づ けて考察 し,厩 戸皇子(聖
徳太子)に よる一連の改革や仏教政策 にまでつながるこ とに言及 した。
なお仏教 とい うことでい うと,か れ らが通過 したであろ う当時の山東青州一 帯の
寺院址 か らは,非 常に精密 に彫 られ た気品に濫 れる石仏が近年続 々 と見つかってい
る。例 えば青州市龍興寺址 か らは北朝後期か ら隋代 の数百点の石仏,諸 城市(北 朝 ・
隋唐期 の膠州 ・密州)附 近か ら同 じく北朝 ・隋代仏教石刻 が数百点,臨 胸 県明道寺
遺址 か らまた北朝 ・隋代 のものが破片 を含 め1,200点 余な ど,で ある(6)。遣隋使一
行 はそれ らの一部を 目の当た りに して深 く感動 し,仏 像情報 も 自国に伝 えたので は
ないか。そ うした ことが飛鳥仏 に影響 を与えないはずはない と思 うが,本 稿で はこ
れ以上 にその問題 には踏み込め るだけの準備 はない。後 日改 めて系統的に集約 して
みたい。
遣隋使 の研 究は史料的制約のなかで まだ多 くの課題 をのこ しているが,中 国史の
視座 と新 たに発見 され る諸資料 を組み入れ るこ とで,な お一歩前に進 めることが可
能で あると考えてい る。小野妹子遣隋使派遣1,400年 とい う機会 を とらえ,さ らに
全体像 と歴 史的意義の解 明をはかる所存で ある。
最後に本稿 では,日 本史側 の膨大な先行研究のなかの一部を押 さえただ けで,多
くの漏れ があるこ とをお詫 び しなけれ ばな らない。 中国史側 のそれ もまだ網羅 でき
ていない。本稿で参照に させていただいた先行研 究は最後の 《参考文献》一覧 に掲
上 した。重要 な研究が落ちてい るこ と,ま た注な どで個別研究 に言及できなかった
ことをご容赦願 いたい。 これ ら先行 の成果 については別の機会 で取 り上げるこ とを
考えている。
注
(1)本稿で拠った 『隋書』では,注 釈書 として石原道博編訳1985『 新訂 魏志倭 人伝 ・後漢;書
倭伝 ・宋書倭国伝 ・隋書倭国伝一 中国正史 日本伝(1)一 』(岩 波文庫)を 参考に した。
また 『日本 書紀』 では 日本古典文学大系本(岩 波書店,1965年)を 主に用 いた。
(2)増村宏1968「 日出処天子 と日没処天子 倭国王の国書 について」『史林』51-3,1970「 日
出ず る処 と日没す る処 について一 栗原氏 の批判 に答 える一 」『鹿 大史学』18。 いずれ も同
氏著1988『 遣唐使 の研 究』 同朋舎出版,所 載。
(3)鄭孝雲1999「 遣隋使 の派遣回数の再検討 」『立命館文學』559。
(4)この時期 の政治動 向については,氣 賀 澤保規著2005『 中国の歴史6絢 爛た る世界帝 国隋
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唐帝 国』 講談社,第1章 参照。
(5)山崎宏1942「 仁寿年 間に於け る送舎利建塔事業」同氏著 『支那 中世仏教 の展開』清水書
店所載,氣 賀澤保 規2001「 隋仁寿元年(601)の 学校 削減 と舎利 供養 」『駿台史学』111,
参照。
(6)諸城市博物館 「山東諸城 発現北朝造像」『考古』1990-8,杜 在 忠 ・韓 崗 「山東諸城 仏教石
造仏」『考古学報』1994.2,臨 胸県博物館 「山東 臨月句明道寺舎利塔地宮仏教造像清理簡報」
『文物』2002-9,山 東省青州市博物館 「青州龍興寺仏教造像窖蔵 清理簡報」『文物』1998-2
な ど参照。
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表1遣 隋使関係資料比較対照表
回 『隋 書 』 『日本書紀』推古紀
開 皇20(600),(倭 国 伝)
1 倭 王(阿 毎 多 利 思 比 孤)「 遣 使 詣 闕」、
使 者 が 日本 の 状 況 を 伝 え る。
大 業3年(607) .(倭 国 伝)小 野 妹 子 の最 初 の 推 古15年(607)
遣 使 。 秋七月戊申朔庚戌、大礼小野臣妹子遣
2 倭 王 「遣 使 朝 貢 … … 兼 沙 門 数 十 人 来 学 仏 法 」、 於 大唐 。
「其国書日日出処天子致書 日没処天子無恙云
々 、 帝(煬 帝)覧 之 不 悦 」
大 業4年(608) 、(煬 帝 本 紀)
3 三 月 壬 戌 「百 済 ・倭 ・赤 土 ・迦 羅 舎 国並 遣 使 貢
}
方 物 」
大 業4年(608)(倭 国 伝)裴 世 清 の 遣 使 推 古16年(608)隋 使 裴 世 清 の 来 訪
文林郎裴世清を倭国に遣使※。百済→竹島→購 夏 四月 妹 子 「至 自大 唐 」、 「大 唐 使 人 裴
羅 国(耽 羅 、済 州 島)→ 都 斯 麻 国(対 馬)→ 一 支 国 世 清 ・下 客 十 二人 、従 妹 子 臣至 於 筑 紫 。」
(壱 岐)→ 竹 斯 国(筑 紫)→ 秦 王 国(厳 島 ・周 防?) 「為唐客更造新館於難波高麗館之上」
→十余国→海岸 六 月 壬 寅 朔 丙 辰 、 客 等 泊 于 難 波 津 、 ・
倭王、小徳阿輩台に数百人の儀仗 を従え、鼓角 ・・安 置 新 館 。
を鳴 ら して来 迎 。 (妹子 、唐 帝 の 書 を 百 済 に掠 取 され た と
10日 後 、大 礼 哥 多 毘 、二 百 余 騎 を従 え て 「郊 労 」 奏 上 。 流 刑 に 当た る と こ ろ を赦 され
→ 使 者 都 に 至 り、 王 と面 会 。 る 。)
王 日 「我 聞 海 西 有 大 隋 、 礼 儀 之 国 、 故 遣 朝 秋 八 月 辛 丑 朔 癸 卯 、唐 客 入 京 、
貢 、 ・ … 冀 聞 大 国 惟 新 之 化 。 」 壬 子 、召 唐 客 於 朝 庭 。 … 大 唐 之 国 信 物
裴 世 清 答 日 「皇 帝(煬 帝)徳 並 二儀i、沢 流 四 海 、 置 於 庭 中 、 … 裴 世 清 親 持 書 、 両度 再 拝
以王(倭 王)慕 化 故使行人(裴 世清)来 此宣論 」 言 上使 旨而 立 之。 其 書 日 、 「皇 帝 問 倭
→ 送 別 の宴 を 設 け た の ち帰 国。 皇 、 … 知 皇 介 居 海 表 、 撫 寧 民 庶 、 境 内
→ 裴 世 清 に つ け て使 者 を 出 し 「来 貢 方 物 」→(此 安 楽 、 風 俗 融 和 、 … 朕 有 嘉 焉 、 … 」
後遂絶) 丙 辰 、 饗 唐 客 等 於 朝 。
※ 『三 国 史 記 』 百 済 本 紀 巻27:(百 済 ・武 王)
九 年(608)、 遣 使 入 隋 朝 貢 。隋 文 林 郎 裴 清 奉
使 倭 国 、 経 我 国 南 路 。
推 古16年(608)裴 世 清 の 帰 国 、妹 子2
度 目の遣使
九 月 、 辛 巳 、唐 客 裴 世 清 罷 帰 。
天皇聘唐帝、其辞日 「東天皇敬白西皇
4 帝 、 … 」
是時、遣於唐国学生倭漢直福因、奈羅
訳 語 恵 明、高 向漢 人 玄 理 、新 漢 人 大 国 、
学 問 僧 新 漢 人 日文 、 南 淵 漢 人 請 安 、 志
賀漢人恵隠、新漢人広済等并八人也。
し
大 業4年(608)?(流 求 国 伝)
明 年(大 業 四 年?)、 帝 復 令 〔羽 騎 尉 朱 〕 寛 慰
撫 之 、 流 求 不 従 、 寛 取 其布 甲而 還 。 時倭 国 使 来
朝 、 見 之 日 、 此 夷 邪 久 国 人 所 用 也 。
推 古17年(609)
秋 九 月 小 野 臣妹 子 等 、 大 唐 よ り帰 国 、
通 事 の福 利 帰 らず 。
大 業6年(610)(煬 帝 本 紀)
5
春 正 月 己 丑 、 倭 国遣 使 貢 方 物 。
推 古22年(614)
6 六 月 丁 卯 朔 己 卯 、 遣 犬 上 御 田鍬 ・矢 田
部 造 於 大 唐 。
推 古23年(615)
秋 九 月 、 犬 上 御 田鍬 ・矢 田部 造 至 自大
唐 、 百 済 之 使 則 従 犬 上 君 而 来 朝 。
